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定例観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜に午前１０時と午後１時から「NPO法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内します。

やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フサザクラの蕾が春の様子をうかがっているよ
うに、雄しべの頭をのぞかせていました。 

寄バス停 中津川沿いの河津桜 

では美しさと躍動感のある  

開花が見られました。 

寄大橋のジュウガツザクラは 

春と晩秋に２回、開花します。 

八重咲きの清楚な花が魅力です。 

昨年のフサザクラの花 

春一番がやってきた翌日、心地よい水源林に出かけてみると、 
水源林の仲間たちは、春本番を前に着々と準備を進めていました。 
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（NPO法人かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信班 ９２号担当 水口） 

３月のトピックス 

 冬の間お休みしていた定例観察会を３月よ

り再開します。水源林のすばらしさを一緒に

見て回りませんか？ やはり、ミツマタの群

生は必見です。ヤブツバキも鮮やかです。 

４月の水源林 

ジュウガツザクラ、フサザクラも満開！ スミレ、

フデリンドウ、テンナンショウ、アブラチャン、ミヤ

マシキミなど花や若葉、そして小鳥、虫たちも春の暖

かさに誘われ、水源林をにぎやかに演じてくれます。 

卵がゼリー状の 

ものに包まれた 

ヤマアカガエルの 

卵塊です。 

鬼も縛れるほど丈夫な 

オニシバリ。夏に葉を落とすので

ナツボウズとも呼ばれます。 

平成２１年度成長の森では、ミツマタの群生が見られます 昨年のミツマタの花 

落ち葉から頭をのぞかせていた  

フデリンドウの蕾。 

青紫色のかわいい花が楽しみです。 

雄花が開き、花粉散布全開！今年のスギの花粉

量ははんぱじゃない
．．．．．．．

 様です。 

雌花 雄花 

ケヤマハンノキ 

荒地でもよく育つ樹木です。 

(砂防緑化樹として多く利用されています) 

雄花序 

雌花序 

葉芽 


